
様式 １　公表されるべき事項

国立大学法人筑波技術大学(法人番号6050005005372)の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

理事（非常勤） 改定なし。

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

　　当該法人は、その理念である聴覚・視覚障害者の社会自立、参画、貢献の促進を
　目標に、率先して社会に貢献できる専門職業人を養成することを推進しており、
　主要事業は教育・研究事業である。
　　役員報酬水準を検討するにあたって、教育・研究機関のうち運営費交付金の重点
　支援の枠組みに係る同類型の他の国立大学法人を参考とした。
　　・同類型の国立大学法人…当該法人は、同じ国立大学法人として教育・研究事業
　　　を実施している。公表資料によれば、令和5年度の長の年間報酬額の平均は
　　　18,431千円、理事については15,034千円である。
　　・事務次官年間報酬額…23,235千円

　　当該法人の役員報酬への業績反映については、期末特別手当において行って
　いる。役員の期末特別手当の額は、国立大学法人筑波技術大学役員報酬規程
　（以下「役員報酬規程」という。）に則り、各役員の業績を考慮し、その額の100分
　の10の範囲内でこれを増額又は減額できるものとしている。

　　　　　　　 役員報酬支給基準は、月額及び期末特別手当から構成されている。
　　　　　　月額については、役員報酬規程に則り、本給（908,000円）に地域手当
　　　　　　（145,280円）を加算して算出している。期末特別手当についても、同規
　　　　　　程に則り、期末特別手当基準額（本給の月額（本給＋地域手当）＋本給
　　　　　　の月額×100分の45）に１00分の172.5を乗じ、さらに基準日以前6箇月
　　　　　　以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額と
　　　　　　している。
　　　　　　　なお、令和6年度では、給与法指定職の改定に準拠し本給の引上げお
　　　　　　よび期末特別手当支給率の引上げ（年間0.05か月分）を実施した。

　　　　　　　 役員報酬支給基準は、月額及び期末特別手当から構成されている。
　　　　　　月額については、役員報酬規程に則り、本給（641,000円）に地域手当
　　　　　　（128,200円）を加算して算出している。期末特別手当についても、同規
　　　　　　程に則り、期末特別手当基準額（本給の月額（本給＋地域手当）＋本給
　　　　　　の月額×100分の45）に１00分の172.5を乗じ、さらに基準日以前6箇月
　　　　　　以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額と
　　　　　　している。
　　　　　　　なお、令和6年度では、給与法指定職の改定に準拠し本給の引上げお
　　　　　　よび期末特別手当支給率の引上げ（年間0.05か月分）を実施した。

  ②  令和６年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び令和６年度における改定内容



監事

監事（非常勤） 改定なし。

２　役員の報酬等の支給状況
令和６年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

18,261 10,896 5,536
1,743

85
(地域手当)
(通勤手当)

※

千円 千円 千円 千円

13,934 7,692 4,043
1,538

660
(地域手当)
(通勤手当)

◇

千円 千円 千円 千円

840 840 0 0
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,260 1,260 0 0
（　　　　）

※

千円 千円 千円 千円

11,730 6,960 3,536
1,114

120
(地域手当)
(通勤手当)

※

千円 千円 千円 千円

936 936 0 0
（　　　　）

注１：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入する。
注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　 　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄
注３：総額、各内訳について千円未満切り捨てのため、総額と各内訳の合計額は必ずしも一致しない。

法人の長

A理事

C理事
（非常勤）

前職

B理事
（非常勤）

就任・退任の状況
役名

A監事

B監事
（非常勤）

その他（内容）

　　　　　　　役員報酬支給基準は、月額及び期末特別手当から構成されている。
　　　　　　月額については、役員報酬規程に則り、本給（580,000円）に地域手当
　　　　　　（92,800円）を加算して算出している。期末特別手当についても、同規程
　　　　　　に則り、期末特別手当基準額（本給の月額（本給＋地域手当）＋本給の
　　　　　　月額×100分の45）に１00分の172.5を乗じ、さらに基準日以前6箇月以内
　　　　　　の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額としている。
　　　　　　　なお、令和6年度では、給与法指定職の改定に準拠し本給の引上げお
　　　　　　よび期末特別手当支給率の引上げ（年間0.05か月分）を実施した。



３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
法人の長

理事

理事
（非常勤）

監事

監事
（非常勤）

【文部科学大臣の検証結果】

職務内容の特性や国家公務員指定職適用官職、他の同規模の国立大学法
人との比較などを考慮すると、役員の報酬水準は妥当であると考える。

　　　　　　筑波技術大学は、本学の理念である聴覚・視覚障害者の社会自立、参画、
　　　　　貢献の促進を目標に、学長のリーダーシップの下で、率先して社会に貢献
　　　　　できる専門職業人を養成することを推進している。そうした中で、筑波技術
　　　　　大学長は職員数約200名の法人の代表として、その業務を総理するとともに、
　　　　　校務を司り、所属職員を統督して、経営責任者と教学責任者の職務を同時
　　　　　に担っている。
　　　　　　筑波技術大学では、学長の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定
　　　　　職俸給表の俸給月額を踏まえて決定しているが、学長の職務内容の特性は
　　　　　上記のとおり法人化移行前と同等以上であると言え、これまでの各年度に
　　　　　おける業績評価の結果を勘案したものとしている。
　　　　　　また、運営費交付金の重点支援の枠組みに係る同類型の他の国立大学
　　　　　法人の長の平均報酬18,431千円と概ね同水準かそれ以下となっている。
　　　　　　こうした職務内容の特性や他法人等との比較を踏まえると、報酬水準は
　　　　　妥当であると考えられる。

　　　　　　学長の定めるところの業務を担当する役員として、学長を補佐し業務を
　　　　　掌理し、本学の目標である聴覚・視覚障害者の社会自立、参画、貢献の
　　　　　促進を推進する職務を担っている。また、学長に事故がある際はその職務
　　　　　を代理し、欠員の時はその職務を行う立場にある。
　　　　　　筑波技術大学では、理事の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定
　　　　　職俸給表の俸給月額を踏まえて決定しているが、運営費交付金の重点支援
　　　　　の枠組みに係る同類型の他の国立大学法人の理事の平均報酬15,034千円
　　　　　と概ね同水準かそれ以下となっている。
　　　　　　こうした職務内容や他法人との比較を踏まえると、報酬水準は妥当である
　　　　　と考えられる。

　　　　　　非常勤という立場から、筑波技術大学の理念を遂行する学長の業務を補
　　　　　佐、助言する役員としての職務を担っている。
　　　　　　運営費交付金の重点支援の枠組みに係る同類型の他の国立大学法人
　　　　　の理事（非常勤）の報酬水準と同水準かそれ以下となっている。
　　　　　　こうした職務内容の特性や他法人との比較を踏まえると、報酬水準は妥当
　　　　　であると考えられる。

　　　　　　筑波技術大学の業務を監査し、必要に応じて学長に意見を提出する職務を
　　　　　担っている。
　　　　　　筑波技術大学では、監事の報酬月額を法人化移行前の国家公務員指定職
　　　　　俸給表の俸給月額を踏まえて決定しているが、運営費交付金の重点支援の
　　　　　枠組みに係る同類型の他の国立大学法人の監事の報酬水準と同水準かそ
　　　　　れ以下となっている。
　　　　　　こうした職務内容の特性や他法人との比較を踏まえると、報酬水準は妥当で
　　　　　あると考えられる。

　　　　　　筑波技術大学の業務を監査し、必要に応じて学長に意見を提出する職務を
　　　　　担っている。
　　　　　　運営費交付金の重点支援の枠組みに係る同類型の他の国立大学法人の
　　　　　監事（非常勤）の報酬水準と同水準かそれ以下となっている。
　　　　　　こうした職務内容の特性や他法人との比較を踏まえると、報酬水準は妥当で
　　　　　あると考えられる。



４　役員の退職手当の支給状況（令和６年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

　独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

５　退職手当の水準の妥当性について
【法人の判断理由等】

区分

法人の長

理事A

監事B
（非常勤）

理事C
（非常勤）

理事B
（非常勤）

監事A

注：「判断理由」欄には、法人の業績、担当業務の業績及び個人的な業績の検討結果を含め、業績勘案
　　 率及び退職手当支給額の決定に到った理由等を具体的に記入する。

該当者なし

該当者なし

該当者なし

理事B
（非常勤）

監事A

法人での在職期間

監事B
（非常勤）

判断理由
該当者なし

該当者なし

該当者なし

法人の長

理事A
（非常勤）

理事A



【文部科学大臣の検証結果】

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

　　　役員報酬規程に則り、期末特別手当において業績給の仕組みを導入しており、
　　今後も継続していく方針である。

　　該当なし



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容

　④　 給与制度の令和６年度における主な改定内容

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

　　　当該法人職員の給与水準を検討するにあたって、他の国立大学法人等、国家公務員
　　のほか、令和6年度職種別民間給与実態調査によるデータのうち、企業規模別（当該
　　法人約200人）・職種別平均支給額を参考にした。
　　（1）運営費交付金の重点支援の枠組みに係る同類型の国立大学法人。
　　（2）国家公務員…令和5年度において、国家公務員のうち行政職俸給表（一）の平均
　　給与額は405,378円となっており、全俸給表の平均給与額は414,801円となっている。
　　（3）職種別民間給与実態調査において、当該法人と同等の規模や職種（事務職）の大学
　　卒の4月の平均支給額は421,568円となっている。
　　　当該法人の人件費率は54.63％であるが、職員数の適正化を図りつつ、国家公務員の
　　同種の職員と同水準とする等により、適正な人件費の管理に努めている。

　　　当該法人においては、国立大学法人筑波技術大学職員給与規程（以下「職員給与
　　規程」という。）に則り、勤務成績を反映させるものとして昇給、昇格、降格及び勤勉手当
　　（6月・12月）の支給割合の増減を行っている。

　　　職員の給与は、職員給与規程に則り、俸給及び諸手当（俸給の調整額、管理職手当、
　　役職手当、初任給調整手当、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当、単身赴任
　　手当、放射線取扱手当、時間外勤務手当、夜勤手当、学位論文審査手当、入試手当、
　　期末手当及び勤勉手当）としている。期末手当については、期末手当基礎額（俸給＋
　　俸給の調整額＋地域手当＋扶養手当＋役職段階別加算額＋管理職加算額）に100分
　　の125を乗じ、さらに基準日以前6か月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた
　　割合を乗じて得た額としている。勤勉手当については、勤勉手当基礎額（俸給＋俸給の
　　調整額＋地域手当＋役職段階別加算額＋管理職加算額）に職員の勤勉手当支給に
　　関する実施要項に定める基準に従って定める割合を乗じて得た額としている。

　　①初任給及び若年層の俸給表のベースアップ（3.0%）、②期末手当の支給率の引上げ
　　（年間0.05月分）、③勤勉手当の支給割合の引上げ（年間0.05月分）、④初任給調整手当
　　の引上げを実施した。



２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

109 51.3 8,880 6,320 101 2,560
人 歳 千円 千円 千円 千円

39 42.2 6,208 4,511 64 1,697
人 歳 千円 千円 千円 千円

67 56.4 10,513 7,423 120 3,090
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

3 55.2 7,138 5,188 169 1,950
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

（年俸制適用者）

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

23 39.6 7,533 7,533 198 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

17 40.9 7,841 7,841 235 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

人 歳 千円 千円 千円 千円

6 36 6,663 6,663 92 0

区分

任期付教員

うち賞与総額 うち所定内平均年齢
令和６年度の年間給与額（平均）

人員

その他医療職種
（看護師）

事務・技術

教育職種
（大学教員）

教育職種
（特任教員）

教育職種
（任期付教員）

注：・「任期付教員」とは、優れた能力を有する多様な人材を確保し、聴覚障害者及び視覚障害者の教育研究の
　　　活性化を図るために、任期を定めて採用する年俸制の教育職員（教授、准教授、講師及び助教）を示す。
　　 ・該当者がいない区分（在外職員、再雇用職員、非常勤職員）及び区分中の職種（任期付職員中の事務・技術、
　　　医療職種（病院医師）及び医療職種（病院看護師）については、該当者がいないため省略した。
　　・教育職種（特任教員）については、該当者が2人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるお
　　　それのあることから、区分以外は記載せず、常勤職員全体の数値からも除外している。

注：・常勤職員については、在外職員、任期付き職員及び再雇用職員を除く。
　　 ・「年間給与額」は時間外手当を除く給与の額。
　　 ・「その他の医療職種」とは、医療技術職員については保健科学部附属東西医学統合医療センターに勤務する
　　　診療放射線技師及び臨床検査技師の業務を行う職種を示し、看護師については、保健科学部附属東西医学
　　　統合医療センター及び保健管理センターに勤務する看護師の業務を行う職種を示す。
　　 ・該当者がいない区分（在外職員、任期付職員、非常勤職員）及び区分中の職種（常勤職員中の医療職種（病
　　　院医師）及び医療職種（病院看護師））については、該当者がいないため省略した。
     ・常勤職員中のその他医療職種（医療技術職員）及び任期付教員、再雇用職員中の事務・技術職員については、
　　　該当者が2人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、区分以外は記載せず、
　　　常勤職員全体の数値からも除外している。

常勤職員

教育職種
（大学教員）

区分 人員 平均年齢
令和６年度の年間給与額（平均）

総額 うち所定内 うち賞与

その他医療職種
（医療技術職員）

常勤職員

事務・技術

再雇用職員



②

注：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。
　　 ・年齢40～43歳及び44～47歳の該当者は2人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのある
　　　こと から、年間給与については表示していない。
     ・年齢24～27歳、28～31歳及び48～51歳の該当者は4人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるお
　　　それのあることから、年間給与額の第1・第3四分位については表示していない。

注：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。
　　 ・年齢40～43歳の該当者は2人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、
　　　年間給与については表示していない。

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師）)
〔在外職員、任期付職員、再雇用職員及び年俸制適用者を除く。以下、④まで同じ。〕
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③

（事務・技術職員）

平均

（職位） 人 歳 千円

3 52.5 8,488

3 54.2 8,018

16 45.7 6,455

6 41.8 5,399

11 31.1 4,950

（教育職員(大学教員)）

平均

（職位） 人 歳 千円

1

38 58.1 11,066

23 54.2 9,527

4 53.5 8,744

1

④

（事務・技術職員）

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

55.5 55.3 55.4

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 44.5 44.7 44.6

％ ％ ％

         最高～最低 45.9～43.1 45.9～43.4 44.7～44.5

％ ％ ％

54.8 54.9 54.8

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 45.2 45.1 45.2

％ ％ ％

         最高～最低 48.6～42.8 47.4～42.5 47.4～42.9

（教育職員(大学教員)）

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

49.5 49.3 49.4

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 50.5 50.7 50.6

％ ％ ％

         最高～最低 58.4～43.5 57.8～46.3 58.0～45.0

％ ％ ％

54.9 54.7 54.8

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 45.1 45.3 45.2

％ ％ ％

         最高～最低 49.8～42.9 49.8～43.1 49.8～43.0

賞与（令和６年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／教育職員（大学教員））

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員））

・係員 5,354～4,524

・准教授 10,453～8,985

・講師

・助教

千円

・副学長

・教授 13,081～9,679

千円

・課長

・課長補佐

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）

注： ・課長及び課長補佐の該当者は4人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれの
　　　あること から、年間給与額の最高～最低については記載していない。

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）

・係長 7,632～5,646

・主任 5,888～5,088

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

注：・副学長及び助教の該当者は2人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、
　　　平均年齢及び年間給与額については記載していない。
　　 ・講師の該当者は4人以下のため、当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから、
　　　年間給与額の最高～最低については記載していない。

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）



３　給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

○教育職員(大学教員)と国家公務員との給与水準の比較指標 101.7

・年齢・学歴勘案　　　　　　　88．8

・年齢勘案　　　　　　　　　　　89．6
・年齢・地域勘案　　　　　　　90.0

項目

対国家公務員
指数の状況

（参考）対他法人　　　　　　　103.1

内容

・年齢・地域・学歴勘案　　　 89．6

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　81.49％】
（国からの財政支出額　2,377百万円、支出予算の総額　2,917百万円：令和
6年度予算）
【累積欠損額　0円（令和5年度決算）】
【管理職の割合　6.6％（常勤職員数61名中4名）】
【大卒以上の高学歴者の割合　84.2％】
【支出総額に占める給与・報酬等支出総額の割合　54.63％】
（支出総額　2,590百万円、給与・報酬等支給総額　1,415百万円：令和5年
度決算）

（法人の検証結果）
　対国家公務員の指数は、年齢、地域、学歴のいずれを勘案したものも国
家公務員の水準未満となっている。また、同業種・同規模（従業員数100～
500人）の民間企業の平均給与額（421,568円、本学364,819円）と比較して
も、下回る。
　以上のことより、給与水準は適正であると考えられる。

（文部科学大臣の検証結果）
　法人の職員の給与水準は、職務の特性や国家公務員、民間企業の従業
員の給与等を勘案し、設定の考え方を明らかにすることが求められており、
国家公務員と比べて給与水準が高い法人は、その合理性及び妥当性につ
いて、説明責任を果たすべきこととされている。（独立行政法人改革等に関
する基本的な方針（平成25年12月24日閣議決定））
当該法人は、国家公務員の給与、他の国立大学法人の給与及び民間企業
の従業員の給与等を総合的に勘案したうえで、職員の給与水準を設定して
おり、法人における給与水準の妥当性の検証結果から、適切な対応が執ら
れていると考える。引き続き、適切な給与水準の設定に努めていただきた
い。

注：上記比較指標は、法人化前の国の教育職（一）と行政職（一）の年収比率を基礎に、令和6年度の
　　教育職員（大学教員）と国の行政職(Ⅰ）の年収比率を比較して算出した指数である。

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

　今後も法人の業務の実績等を考慮し、かつ、社会一般の情勢等に適合し
た給与水準を維持すべく努力していきたい。講ずる措置

　給与水準の妥当性の
　検証



４　モデル給与

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

○22歳（大卒初任給、事務・技術職員）
　　月額 220,000円　　　年間給与 3,652,000円
○35歳（主任、事務・技術職員）
　　月額 339,184円　　　年間給与 5,630,454円
○50歳（係長、事務・技術職員）
　　月額 424,212円　　　年間給与 7,041,919円

○27歳（助教、博士修了初任給、教育職員（大学教員））
　　月額 323,600円　　　年間給与 5,371,760円
○35歳（講師、教育職員（大学教員））
　　月額 403,564円　　　年間給与 6,699,162円
○50歳（教授、教育職員（大学教員））
　　月額 562,020円　　　年間給与 9,329,532円
※扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者月額6,500円、
　 子１人につき月額10,000円）を支給

　　平成27年度より、希望する教育職員（大学教員）の年俸制適用者
　において、給与の一部を業績評価に基づき決定される評語に応じ
　て定める額を支給する業績手当と、年俸制適用者が研究代表者と
　して科学研究費助成事業の採択を得た当該科研費の間接経費の
　10％に相当する額を支給する外部資金獲得手当を業績給として
　導入した。



Ⅲ　総人件費について

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項

Ⅳ　定年制度及び60歳以上の職員の給与制度

Ⅴ　その他
特になし。

退職手当支給額
140,200 24,052 101,250

区　　分

給与、報酬等支給総額
1,424,663 1,414,775

250,036

非常勤役職員等給与
134,774 137,288 126,222

1,467,453

1,944,9611,822,359

○総人件費の増減要因
（１）「給与、報酬等支給総額」の対前年度比は約3.7％増であり、

ほぼ横ばいとなっている。
（２）「最広義人件費」の対前年度比約６.７％増の要因

「給与、報酬等支給総額」はほぼ横ばいとなっているが、
　退職者の増加により「退職手当支給額」が増加したため。

○役職員の退職手当
「公務員の給与改定に関する取扱いについて」（平成29年11月17日

閣議決定）に基づき、国家公務員に係る措置に準じ、平成30年1月1日
から以下の措置を講ずることとした。

・役職員の退職手当に係る調整率を「100分の87」から「100分の83.7」
に引き下げた。

　事務・技術職員、教育職（大学教員）、医療職員の定年年齢は６５歳である。
　事務・技術職員、医療職員については、令和５年４月１日に定年年齢を６０歳から６５歳に引き
上げており、令和５年４月１日から令和１３年３月３１日までの期間における定年年齢については、
経過措置として次のとおりとしている。

　令和５年４月１日から令和７年３月３１日まで　６１歳
　令和７年４月１日から令和９年３月３１日まで　６２歳
　令和９年４月１日から令和１１年３月３１日まで　６３歳
　令和１１年４月１日から令和１３年３月３１日まで　６４歳

　定年年齢の引き上げに伴い、事務・技術職員については、６０歳に達した管理監督職の職員
は非管理監督職に降任する制度を設けているほか、職員の基本給について６１歳に達する年
度から７割水準とすることとした。

福利厚生費

注：中期目標期間の開始年度分から当年度分までを記載する。

最広義人件費
1,948,948

249,311 246,244


	様式１①
	様式１ ②
	様式１ ③

